
2025年9月1日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。

当資料は、アモーヴァ・アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を
与えるものではありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託
は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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米国では2026年第2四半期（主に4-6月期）の企業決算

の発表が続いており、8月7日時点（米国市場開場前、

以下同じ）で主力企業（S&P500指数の構成企業）の

87%（436社）が発表を終えました。そこで本稿では、同

四半期決算の状況や今後の業績に関する市場予想な

どをご紹介します。

実績は総じて市場予想を上回る内容

8月7日時点で発表済の第2四半期決算において、純利

益の実績が市場予想を上回った割合は85%、一致した

割合は3%、下回った割合は11%となりました（グラフ

【A】）。また、主力企業全体の純利益の伸び率（未発表

企業は市場予想に基づく、以下同じ）は、前年同期比で

51.1%と、決算発表シーズン前（7月2日時点）の予想の

24.4%を大幅に上回りました。一部のハイテク企業が

保有する非上場AI（人工知能）関連企業の株式評価益

が同伸び率を19%ポイント程度押し上げたとの指摘も

ありますが、この特殊要因を除いても、第1四半期から

加速したとみられます。

業種別にみると（グラフ【B】）、第2四半期の純利益の

伸び率は、原油価格の上昇が寄与したエネルギー（前

年同期比142.7%）で最大となったほか、AI需要拡大の

恩恵を受けたコミュニケーション・サービス（114.5%）

をはじめとするハイテク関連業種など、10業種でプラ

スとなりました。特にハイテク関連業種では、高水準の

受注残が売上高に結び付きつつあることなどが示さ

れ、AI関連設備投資の収益化を巡る市場の懸念が和ら

ぎました。他方、ヘルスケア（▲6.8%）は唯一の減益業

種となりましたが、合併・買収に伴なう一時的な費用

計上の影響が大きかった模様です。

ハイテク関連業種が引き続き全体をけん引しただけで

なく、データセンター建設の拡大が資本財・サービスに

も追い風となるなど、増益の裾野の拡がりを示唆する

良好な決算内容だったといえそうです。

市場は企業業績の堅調な伸びが続くと想定

今後の業績に関する市場予想に目を向けると、主力企

業全体の純利益の伸び率は、2026年後半、25%を上回

る推移となる見通しです。2027年は、第2四半期こそ前

年同期の高成長の反動から1%程度にとどまるものの、

それ以外の四半期では18%前後の伸びが予想されて

います（グラフ【C】）。AI関連設備投資の継続やAIの活

用による生産性の向上、企業の価格決定力の高まりな

どが、引き続き利益成長を後押しする見込みです。

中東情勢やインフレ加速などのリスクに引き続き留意

が必要ですが、第2四半期の決算を経て、AI関連設備

投資を巡る前向きな動きや、当面の利益成長の継続シ

ナリオが確認できたことは安心材料と考えられます。
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米主力企業の2026年第2四半期決算と

今後についての市場予想

●上記は過去のものおよび予想であり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

LSEG I/B/E/Sのデータをもとにアモーヴァ・アセットマネジメントが作成 **【B】、【C】では、2026年第2四半期決算の未発表企業について、市場予想値を使用
※上記図表は、いずれも米主力企業（S&P500指数の構成企業）に関する、8月7日の米国市場開場前のデータに基づく
※指数に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は、当該指数の算出元または公表元に帰属します。

【B】直近決算期の業種別純利益の伸び率 【C】主力企業全体の純利益の伸び率推移と同市場予想
（2026年第2四半期**）

【A】直近決算期の純利益実績と市場予想の比較*
（2026年第2四半期）

※四捨五入の関係で合計が100%にならない場合があります。
*決算発表済み企業につき、企業数ベースで各比率を算出

（2025年第1四半期～2027年第4四半期）

(      )**

（予想）
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